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いつでもどなたでも会員になれます。

◎ 会員になると、会報『自然保護』（年6回）をお届けするなどの

 特典があります。

◎ このほか、賛助会員（個人・法人・団体向け、年会費1口100,000

 円）、団体会員（法人・団体向け、年会費1口15,000円）があります。

◎ 会費やご寄付は公益財団法人による税制上の優遇措置が

 受けられます。

個人会員会員の種類
ユース会員

（22才未満の方）

ファミリー会員
（同居する家族）

5,000円
（1口以上）

年会費 3,000円
8,000円
（1口以上）

日本自然保護協会は、会費やご寄付を支えに、

日本における生物多様性の保全と自然保護問題の解決に取り組むNGOです。

私たちの日々のくらしの支えとなる自然の力や恵みを、どう守っていけばよいのか──。 

科学的、歴史的な視点から人と自然のかかわりの将来を考え、自然とともにある社会づくりを具体的に提案し、

活動で得られた事実やノウハウを一人でも多くの方に伝えることに力を注いでいます。

会員として、あなたの力を貸してください。

一人ひとりの小さな行動を全国的な自然保護につなげていきます。

あなたも自然を守る力になろう

1,000円（税別）
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いつでもどなたでも会員になれま

報告 書
身近な生きものから見えてくる生物多様性
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　自然しらべは、全国で一斉に自然をしらべる市民参加
型の環境教育プログラムとして、1995年から実施して
います。毎年テーマを変えながら、自然環境の様子をし
らべてきました。各テーマを通じて生物多様性を感じ知
る機会を作り、また参加を通して楽しく自然観察をしな
がら、地域の自然を大切に思う気持ちを育むことも大き
な目的の一つとして実施しています。
　2013年度は「自然しらべ 日本のカメさがし！」とし
て2013年５月１日～10月31日までの期間に、小さなお
子さんから専門家までが参加してしらべました。
　カメは、日本で古くからペットとしてや食用として、
あるいは祭事用として、元々生息していた場所から持ち
運ばれることがしばしばありました。その結果、在来の
カメについても外来のカメについても、国内の自然分布

状況は、現在でも正確には分かっていません。そんなカ
メですが、近年、ミシシッピアカミミガメをはじめとす
る外来のカメが増えている一方、在来のカメが全国的に
数を減らしています。
　日本自然保護協会では、今年集まったカメの情報を解
析し発表すると同時に、10年前の2003年の「自然しら
べ  日本全国カメさがし」の成果を比較資料として活用
することで、この10年間のカメの生息状況の変化も把
握しました。
　最後に、日本自然保護協会の会員・自然観察指導員の
皆さまには、全国各地で調査に参加したり、自主的にカ
メの自然観察会を開催するなど、幅広いサポートをいた
だきました。ここに感謝申し上げます。

自然しらべ2013  日本のカメさがし！ とは

過去の自然しらべのテーマとのべ参加者数

年度 テーマ のべ参加者数 NACS-Jの関心事など

1995 川 4,000人 長良川河口堰の運用開始

1996 海・湖沼 3,419人 生物多様性国家戦略の策定

1997 里やま 2,460人 愛知万博の開催決定  

1999 里やま 4,417人 愛知万博のアセスメント開始

2000 川 4,000人 （５年後のモニタリング）

2001 気になる自然 750人 NACS-J設立50周年

2002 渚（海・湖沼） 985人 自然再生推進法の制定

2003 カメ 1,029人 外来生物法の検討

2004 カタツムリ 1,599人 外来生物法の制定

2005 10年目の川 1,619人 （10年後のモニタリング）

2006 バッタ 3,322人 生物多様性国家戦略の点検 

2007 セミのぬけがら 19,871人 気候変動と生物多様性

2008 カマキリ 2,420人 生物多様性基本法の制定 

2009 湧き水 1,987人 生物多様性と生態系サービス 

2010 川 2,246人 生物多様性と生態系サービス

2011 チョウ 10,517人 気候変動と生物多様性 

2012 貝がら 1,833人 海洋・海岸の保全

2013 カメ 3,512人 生物多様性と外来種問題

Ⅰ 概 要

1 日本のカメさがし！



自然しらべ 2013 日本のカメさがし！とは
調査方法

　主な調査参加者は、自然しらべのことを新聞や誌面協
賛誌、FM放送、テレビ放送などで知った一般市民の方々
です。インターネットや全国各地のビジターセンターで
調査マニュアルを手に入れたり、日本自然保護協会や地
域の自然保護NGOや自然観察指導員連絡会等の会報へ
の同封物として配布された参加マニュアルを利用するな
どして、全国各地でご参加いただきました。
　参加マニュアルでは、主に日本各地で見られるカメ６
種類を掲載して紹介するとともに、別途、琉球列島の固
有のカメ３種類等を掲載した琉球列島版を作成し沖縄県
内に配布しました。
　また、今回も「誰でもが参加できる調査」でも、精度の
高い調査を実施するため、すべての調査記録に見つけた
場所と日付とともに、各個体の写真を添付していただき

ました。
　日本自然保護協会に届いた調査記録は、学術協力者の
矢部隆さん（愛知学泉大学教授、なごや生物多様性セン
ターセンター長、日本カメ自然誌研究会代表）の協力を
得て、記録写真を一枚一枚すべて確認することで、記録
の信ぴょう性を高めることができました。
　結果の解析をほぼ終えた2014年１月には、日本自然
保護協会の会員と参加者に、各自が情報をお寄せくださ
ったカメの種名をお伝えするとともに、結果レポートを
お送りして概要を報告しました。

調査方法

調査の流れ

※希少種の記録は非公開です。

自然しらべを知る
（新聞やラジオでの報道・誌面協賛誌、会報等）

カメの写真と調査票を日本自然保護協会に送る
（メール、郵送、ウェブサイト「生きもの情報館」）

日本自然保護協会が調査記録を解析して結果を発表
（結果レポート、ウェブサイト、本報告書等）

調査結果を参加者
の皆さんに送付

報道機関に
結果を発表

研究者・団体等に
記録データを公開

マニュアルを手に入れる

家族や友達を誘う

カメラを持ってカメさがしに出かける

カメ教室に参加する

群青色の地に、赤褐色の斑紋が
あることが多い

こんな場所を探してみよう

リュウキュウヤマガメ

見た目

自然分布

大きさ（甲長）

甲羅に3本の盛り上がった筋がある。
背甲の後はギザギザしている。尾が長い。

沖縄島北部、久米島、渡嘉敷島。 石垣島、西表島。 石垣島、西表島、与那国島。

オス・メスともに甲長14cm前後。

背中がこんもりしている。

オス・メスともに甲長15cm前後。

甲羅が平らな感じ。

オスメスともに甲長17cm前後。
オスの方がやや大きい。

ヤエヤマセマルハコガメ ヤエヤマイシガメ

これがカメを見分けるポイント！

腹背

腹腔の中ほどを折って閉じ、上半身と
下半身を完全に隠すことができる

なめらか 甲板ごとに黒い斑紋がある
若いときには背甲の後は
ややギザギザ

老齢になると、腹甲の
黒い斑紋が消える

リュウキュウヤマガメとヤエヤマセマルハコガメは国が天然記念物に
指定しており、持ち運んだりすることはもちろん、さわるだけでも文化財
保護法に違反します。懲役刑や罰金刑に処せられるので、注意してくだ
さい。ただし道路の側溝や田畑の水路など人工構造物に落ちて這い出
せないなど、死んだり傷付いたりする恐れがある場合、取り上げて最寄
りの生息場所に放すなどの救済をするのはやむを得ないでしょう。
なお、リュウキュウヤマガメもヤエヤマセマルハコガメも、環境省版レッ
ドリストで絶滅危惧II類に挙げられています。
ヤエヤマイシガメも絶滅危惧種（沖縄県版レッドリストで準絶滅危惧）
なので、注意しましょう。

背甲の後がギザギザしている 全体的に黒く、黄色のふちどりがある
黄色い帯状の模様がある

首の横に薄い黄色の帯状の模様がある
幼体の背甲
背甲に3本の筋がある

幼体の腹甲
黒い斑紋は腹甲の中央部に
集まっている

全体的に黒色か濃い群青色で
縁に黄色い斑紋がある

背 腹 背 腹

赤みの強い体色の個体もいる

国指定天然記念物 日本固有種 国指定天然記念物 日本固有亜種 日本固有亜種

「本州・四国・九州」にくらすカメは、ニホンイシガメ、クサガメ、ミシ
シッピアカミミガメなどです。別紙「自然しらべ2013　マニュアル」
に記載しています。マニュアルご希望の方は、日本自然保護協会に
ご連絡をいただくか、自然しらべウェブサイトからダウンロードし
てご利用ください。

●「本州・四国・九州」にくらすカメについて

背甲に3本の盛り上がった筋がある

危険

鼻先がとがっていて、甲らがやわらかい。分布は本州、四国、
九州とその属島。中国東部、朝鮮半島、台湾。オス・メスとも
に30cmくらいまで成長する。
琉球列島のいくつかの島でも、ニホンスッポンが見られます
が、全て人為的に移入されたものであることが分かっていま
す。ニホンスッポンについては「日本列島版」のマニュアル
を参考にしてください。

ニホンスッポン

かまれると危険です。
近寄らないようにしましょう。

危険

カメが生息する環境には、ハブも生息していま
す。野外でカメを探すときは、ハブに注意して
行動しましょう。出会ってしまった場合でも、か
まれないよう、むやみに刺激を与えず、その場
をそっと離れましょう。

注意

ヤエヤマイシガメはニホンイシガメやクサガメと同様に半水生
で、池や川、水田などの湿地に棲んでいますが、リュウキュウヤ
マガメとヤエヤマセマルハコガメは陸生で、草原や林、森に棲
んでいます。

リュウキュウヤマガメとヤエヤマセマルハコガメは、人間の生
活圏に近付くことがあります。畑に落ちた作物の実を食べに来
たり、チリ（ゴミ捨て場）で食べれられそうなものを探したり、イ
ヌやネコの餌を食べに来たりすることがあります。

リュウキュウヤマガメもヤエヤマイシガメもヤエヤマセマルハコガ
メも、夜行性が強いカメです。陸生のリュウキュウヤマガメとヤエ
ヤマセマルハコガメは雨上がりに活発に活動します。

琉球列島のいくつかの島には、本来分布していなかったカメが持
ち込まれています。ヤエヤマイシガメは、波照間島や宮古島、沖縄
島、座間味島、阿嘉島など琉球列島の他の島にも定着しています。

道路の側溝や田畑の水路も観察してみましょう。そのようなコンク
リート張りの溝に落ちて、元の生活場所に帰れなくなっているカメ
が見つかることがあります。

上くちばしの先がかぎのように
下にとがっている

調 査 票

見つけた場所（都道府県・市町村・字名・池川湖等の名前）

個人情報

見つけた場所の環境

沼池 ・ 湖 ・ 川 ・ 湿地 ・ 水田

見つけた数

一緒に調べた人数

お名前（フリガナ） 住所　〒　　　　　ー

TEL e-mail

●送ってくださったお写真の公開の可否（ 可 ・ 不可 ）※成果報告書にお名前を掲載させていただきます。それ以外の個人情報は、外部に公開されることは一切ありません。

見つけた日時

時頃だいたい　月　　　日　匹

　人

見つけたカメの種類名 カメは何をしていましたか

ひなたぼっこ ・ 泳いでいた ・ その他（ ）

都 道

府 県

市
町
村

池
川
湖

字

見つけた種類や場所ごとに、調査票を1枚使ってください。コピー可

その他（　 ）

しらべた成果は「結果レポート」にまとめて参加者全員にお送りします。（2014年1～３月頃を予定）

琉球列島版

身近な生きものから見えてくる生物多様性

日本のカメがピンチです。カメラとマニュアル片手に、あなたの町でカメを見つけてみませんか。
全国からの情報が集まれば、カメを通した「日本の自然の定期健康診断」になります。

「自然しらべ2013」は、東京ガス環境おうえん基金の助成を受けて実施しています。

協力

実施期間

協賛 誌面協賛

主催 共催

琉球列島版

調 査 票

●自然しらべをどちらで知りましたか。　

　新聞 ・ 雑誌 ・ インターネット ・ NACS-J会報

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

●自然しらべクラブにエントリーしますか。　　はい　　いいえ
　※自然しらべクラブについては、上記の募集記事をご参照ください。

●NACS-Jの会員ですか。　　はい 　いいえ

いいえの方のみ　　

●日本自然保護協会に入会しますか　　はい 　いいえ　　

●記念バッジを希望しますか　　はい 　いいえ　　

●参加しての感想

「自然しらべクラブ」のエントリー募集中！

自然しらべは、毎年テーマを変えて、親子やお孫さんなどのご家
族やお仲間同士で身近な自然を見つめる機会を提供していま
す。みんなで一緒に参加して応援してください。
今年から、多くの特典を用意して毎年参加してくださる方を「自然
しらべクラブ」メンバーとして登録して活動を盛り上げていきます。
日本自然保護協会の会員の方なら、どなたでも登録できます。
調査票の裏面の「回答欄」にチェックしてお送りください。

●毎年、自然しらべのマニュアルや結果レポートがお手元に届きます。
●調査に参加した自然しらべクラブ対象の「特別プレゼント」が抽選で当たります。
●各地で開催される自然しらべのイベントに優先的に無料で参加できます。
●希望者には結果の詳細版冊子「成果報告書」がもらえます。

自然しらべクラブにエントリーすると・・・　

この機会に日本自然保護協会に入会してくださった方には、
カメをデザインした記念バッジ（限定200個）がもらえます。

〒104-0033 東京都中央区新川1-16-10ミトヨビル2F
TEL.03-3553-4105  FAX.03-3553-0139

●主催：公益財団法人日本自然保護協会 ●共催：読売新聞東京本社 ●協賛：サニクリーン、JR西日本、カロラータ、ホシザキチャリティクラブ ●誌面協賛：『日経サイエンス』日経サイエンス
社、『一個人』KKベストセラーズ、『ecomom』日経BP社、『旅の手帖』『散歩の達人』交通新聞社 ●協力：モンベル、『ガルヴィ』実業之日本社、日清製粉グループ本社、ニコン、こどもエコクラブ、
『このは』文一総合出版、学研グループ、日本カメ自然誌研究会、E-ne!～good for you～（FM横浜）、NEC presents THE FLINTSTONE（bayfm）●活動助成：東京ガス環境おうえん基金 ●学術
協力：矢部隆（愛知学泉大学教授／なごや生物多様性センターセンター長／日本カメ自然誌研究会代表）●写真提供：奥山保広、天白牧夫、矢部隆 ●イラスト：浅野文彦 ＊順不同

まだ日本自然保護協会会員となっていない方には入会申込書をお送りします。（会費：普通会員5,000円/年、ユース会員（22歳未満）3,000円/年、ファミリー会員8,000円/年）

＊個人情報は、自然しらべに関する結果報告やご案内のためと当会
からの自然保護の情報提供にのみ利用します。ご本人の承諾なし
に、第三者に提供することはありません。

【写真と記録についてのお願い】 
送っていただいた写真や記録は、貴重な資料として日本自
然保護協会で大切に保管します。また個人情報＊を除き、
自然しらべに関する広報および自然保護やカメの研究の
発展の為に、事前のお断りなく公表し活用させていただく
場合があります。ご了承のうえ記録をお送りください。

● お子さんは一人で出かけずに、大人といっしょに出かけましょう。
● 熱中症対策や安全のため、帽子・長そで・長ズボンで出かけましょう。十分な飲み水を準備し、観察中は適度に 
 休憩をいれ、紫外線や防虫対策等も忘れずに行いましょう。
● 水辺での調査のため、常に注意報や警報に気をつけ、溺れることがないよう危険を回避しましょう。
● 地域によって放射線量の数値が高い場所もあります。事前に自治体などから情報を集めて判断しましょう。
● かみつくカメもいます。調査中は、むやみにカメに触れないようにしましょう。
● ペットとして飼っているカメは野外に放たず、最後まで責任を持って飼いましょう。

【注意事項】

しらべた結果の送り方 ※今回の調査は野外のカメを対象にしています。ペットなどで飼育しているカメは対象外です。

身近な生きものから見えてくる生物多様性

日本のカメがピンチです。カメラとマニュアル片手に、あなたの町でカメを見つけてみませんか。
全国からの情報が集まれば、カメを通した「日本の自然の定期健康診断」になります。

「自然しらべ2013」は、東京ガス環境おうえん基金の助成を受けて実施しています。

協力

実施期間

協賛

誌面協賛主催 共催

●マニュアルに記載している以外のカメも見つけたら送ってください。
●陸を移動しているカメが車に轢かれてしまうことがあります。かわいそうですが、見つけたらその情報もお寄せください。

● 調査票にカメの様子やしらべた場所を記入しください。

● 「カメ」の写真と「カメをみつけた場所」の雰囲気がわかる写真を撮影してください。
 ● カメに近寄れない場合でも、カメが小さく写っていれば種類をしらべられる場合がありますので、そういった写真も
  送ってください。

 ● 「みんなで楽しくしらべている様子」の写真もあれば送ってください。（写真に写っている人全員からの撮影許可を
  得たもののみお送りください。）

● 調査票と写真を、「ウェブ投稿フォーム」、「郵送」又は「メール」で日本自然保護協会に送ってください。

〒104-0033
東京都中央区新川1-16-10
ミトヨビル2F　
日本自然保護協会　
自然しらべ係

郵送での送付

shirabe2013@nacsj.or.jp

メール本文に
「調査票」の項目を記入し、
写真を添付して送ってください。
10MB程度まで受信可能です。

メールでの送信

日本自然保護協会の
「自然しらべ」のサイトから
（http://www.nacsj.or.jp/）
ご投稿ください。

ウェブの投稿フォーム

【お願い】

▲カメの撮影例

きます。

既に会員の方でご希望の方には500円（実費送料込み・後日振込）でお送りします。

カメをしらべてくださった方
の中から、抽選で素敵な
プレゼントも！

●「ニッポンのカメのいる風景」写真コンテスト
調査期間中に撮影された写真で10月31日までにお寄せいただいたすべての報告（カメの
写真・楽しくしらべている様子の写真等）の中から、優れたものを表彰します。賞品として
カメラをプレゼント。詳しくはホームページをご覧ください。
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参加マニュアル
実施状況

　自然しらべに参加してくださった方は、のべ3,512人
でした。日本自然保護協会に届いた調査記録は、北は北
海道砂川市、南は沖縄県石垣市から合計10,032頭のカ

メ情報が寄せられました。その中から写真が添付された
記録と研究者からの記録をあわせた6,468頭を利用し集
計・解析を実施しました。

実施状況

のべ参加者

調査参加者 3,316人

カメ博士になろう！カメ教室・成果報告会 191人

学生実習生・インターン生の受入人数 5人

参加者計 3,512人

図１　自然しらべ参加者がしらべてくださった地点（のべ調査地点1,474カ所）
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　ニホンイシガメは、生息環境の悪化やペット用として
の乱獲、外来のカメによる圧迫などの原因により、全国
的に個体数が減少しているカメです。
　今回の調査では、カメの報告のあった41都道府県の
うち25都府県からの情報が寄せられました。山形県鶴
岡市の神社の池から複数個体の報告があり、自然分布の
北限や東限が分かっていないニホンイシガメにとって興
味深い情報が得られました。山形県ではニホンイシガメ
の遺体が遺跡から出土した事例もあり、この地域におけ
る分布を精査することが望まれます。太平洋側では茨城
県から１個体の報告がありました。東海以西の西日本を
中心に134地点から586頭確認されました（図２）。
　ニホンイシガメが生息していた場所の箇所数の割合は、
池沼が42.54%、川が35.82%で、止水域にも流水域に
も同じくらいに依存していると考えられます（図３）。ま
た堀や田畑、海岸、山林、道路でもわずかですが記録が
ありました。
　ニホンイシガメの確認地点のうち54地点ではニホン
イシガメのみが生息していました（図３）。さほど生息に
悪影響がないと思われるニホンスッポンのみと共存して
いる地点は２地点でした。これら56地点のニホンイシ

ガメについては，今後他種のカメが移入しないようにし
たり、生息場所の環境を復元したりして、積極的に種の
保全に努めるべきです。一方、種間の競合により圧迫を
受ける恐れのあるミシシッピアカミミガメも重複して生
息している地点は69地点、種間交雑を通して遺伝子汚染
が危惧されるクサガメが重複して生息している地点は、
51地点ありました。ミシシッピアカミミガメは明らかに

人為的に移入された外来生物ですの
で防除しなければならないでしょう。
またクサガメと重複している地点に
ついては、現在のペット流通を考える
と，クサガメの方が人為的に移入され
たと考えられるので、すでに生じてい
る種間交雑の個体も含めて、対策が必
要です。
　送っていただいた写真記録による
と、多くの場所で複数のミシシッピア
カミミガメの中に１～２頭のニホン
イシガメが混ざっているという状態
でした。また、「数年前にはニホンイ
シガメが多数みられた場所が、最近で
はミシシッピアカミミガメばかりに
なってしまった」という感想が多く添
えられ、10年前の調査の時と同じく、
ニホンイシガメが外来のカメに圧倒
され続けていることが分かりました。

 ニホンイシガメ Mauremys japonica

Ⅱ 調査結果
対象種から得られた成果

図２　ニホンイシガメの確認地点

写真：ニホンイシガメ（撮影：六重部篤志さん・広島県）
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対象種から得られた成果
ニホンイシガメ

図３　ニホンイシガメの確認地点（134ヵ所）の環境

※交雑等の情報を除く

図４　ニホンイシガメの共存状況

　通常、生物の種の間は生殖隔離されていて、種間
で交配することはありません。種間で交雑した場合
でも、その子孫は繁殖能力を持たないのが普通です。
たとえば、メスのウマとオスのロバが交配してでき
たラバや、メスのライオンとオスのヒョウが交配し
てできたレオポンは繁殖能力を持ちません。ところ
がカメの一部は同じ科の中で別属別種のカメと交雑
し、繁殖能力を持つ子孫を生み出してしまいます。
　今回の調査でもニホンイシガメとクサガメの交雑
個体が見つかりましたが、両種ともイシガメ科のカ
メです。イシガメ科のカメでは、これまで日本列島
ではニホンイシガメと台湾を中心に分布するハナガ
メ、およびクサガメとハナガメの交雑が見つかって
いますし、琉球列島ではセマルハコガメとリュウキ
ュウヤマガメ、クサガメとリュウキュウヤマガメの
交雑個体が見つかっています。またヌマガメ科のミ
シシッピアカミミガメとキバラガメの亜種間交雑個

体も国内で見つかっています。ウミガメではアカウ
ミガメとタイマイ、アオウミガメとタイマイの交雑
個体が見つかっています。
　イシガメ科の雑種個体が生じる理由は、ペットと
して流通したものの一部が野外に放逐されることで
あり、飼育者や流通業者のモラルが厳しく問われな
ければなりません。
　カメは遅延受精の能力を持っており、交尾後メス
のカメは体内に精子を貯蔵することができ、その後
交尾をしなくてもその精子を使って数年間有精卵を
生み続けることができます。したがって、異種間交
雑が可能な種をごくわずかの数放したとしても、一
度交尾をすれば数年間交雑個体が生産され続ける恐
れがあるのです。
　以上のようなカメの繁殖の特性を充分理解し、在
来のカメの保護に取り組まなければなりません。
 （矢部 隆）

コ ラ ム カメの不思議な種間交雑

池沼
42.54%

川
35.82%

その他
14.93%

田畑ㅡㅡ4.48%

堀ㅡㅡ2.24%

イシのみ
イシ＋クサ
イシ＋スッ
イシ＋アカ

イシ＋クサ＋スッ
イシ＋クサ＋アカ
イシ＋スッ＋アカ

イシ＋クサ＋スッ＋アカ

54
8

2
19

1
21

21
8

※イシ…ニホンイシガメ、クサ…クサガメ、スッ…ニホンスッポン、アカ…ミシシッピアカミミガメ
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 クサガメ Mauremys reevesii
　クサガメはミシシッピア
カミミガメの次に多く報告
がありましたが、確認個体
数は1/3弱でした。1,313
頭が207地点で確認されて
います。カメの報告のあっ
た41都道府県のうち35都
府県から報告があり、関東、
東海、近畿、瀬戸内、四国、
九州北部に多く見られまし
た（図５）。東日本では山形
県、新潟県、また福島県、
茨城県、栃木県、群馬県で
も確認されており、ニホン
イシガメよりも広い範囲に
分布していました。
　ただ、クサガメは養殖さ
れた幼体が「ゼニガメ」の
商品名で大量に流通しており、無責任な飼育者によって
ペットのクサガメが野外に遺棄されて定着したと考えら
れる場所も多数ありました。そのうちのいくつかの場所
ではニホンイシガメとの交雑個体も確認されており、遺
棄放逐されたクサガメによるニホンイシガメに対する遺

伝子汚染の被害が懸念されます。
　クサガメが生息していた場所の箇所数の割合は、池沼
が51.23%、川が23.65%で、ニホンイシガメに比べる
と流水域よりも止水域の方に依存して生活していると考
えられます（図６）。また田畑や堀、道路、人家の庭、草

地でも、割合は小さいですが観察さ
れました。
　クサガメの確認地点のうち69地
点ではクサガメ１種のみが生息して
いました（図７）。さほど生息に悪影
響がないと思われるニホンスッポン
のみと共存している地点は２地点
で、競合相手と考えられるミシシッ
ピアカミミガメが重複して生息して
いたのは127地点でした。

写真：クサガメ（撮影：佐藤宏治さん・神奈川県）

図５　クサガメの確認地点
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　日本産のクサガメには、遺伝子型が朝鮮半島ある
いは中国のどちらかと共通している２タイプあるこ
とが明らかになっており、日本に生息するクサガメ
は朝鮮半島および中国から人為的に導入された可能
性が示唆されています。科学的な立場からは、その
可能性は否定できません。ただし現段階では、日本
産のものは100個体以上調べられているものの、朝
鮮半島の標本は１個体、中国の標本も台湾で得られ
た１個体の情報しかありません。これだけの情報で
は日本産のクサガメがすべて外来生物であると結論
付けることはできません。例えば、朝鮮半島ではカ
メが食用として用いられるので、日本から朝鮮半島
に輸出されたものが定着している可能性もあるので
す。今後の、特に朝鮮半島での詳細な研究の推進が
望まれます。
　一方、40～50年ほど前から西日本で養殖された
クサガメの子ガメが、「ゼニガメ」の商品名でペット

として流通しています。近年では中国からもペット
用に養殖された幼体が輸入されています。そしてそ
れらの一部は無責任にも野外に放逐され、定着して
いるのです。言うまでもなく、日本産の種といえど
も、他地域から持ち込まれて定着してしまうとそれ
は外来生物です。人為的に移入されたクサガメは、
在来のクサガメの遺伝的多様性を損なわせたり、ニ
ホンイシガメと交雑して繁殖能力のある子孫を生み
出し、ニホンイシガメの個体群に遺伝子汚染をもた
らしたりします。
　クサガメはIUCN（国際自然保護連合）のレッド
リストで絶滅危惧（ＥＮ: endangered）とされて
おり、中国ではCITES（ワシントン条約）の付属書III
に挙げられています。この種のまだ未知の部分にも
考慮しつつ、クサガメへの対処を考えなければなり
ません。  （矢部 隆）

対象種から得られた成果
クサガメ

図６　クサガメの確認地点（207ヵ所）の環境

池沼
51.23%

川
23.65%

その他
15.27%

田畑ㅡㅡ
8.87%

図７　クサガメの共存状況

コ ラ ム クサガメは外来生物？

※交雑等の情報を除く

※イシ…ニホンイシガメ、クサ…クサガメ、スッ…ニホンスッポン、アカ…ミシシッピアカミミガメ

堀ㅡㅡ2.96%

クサのみ
クサ＋イシ
クサ＋スッ
クサ＋アカ

クサ＋イシ＋スッ
クサ＋イシ＋アカ
クサ＋スッ＋アカ

クサ＋イシ＋スッ＋アカ

69
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2
75

1
21

10
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 ニホンスッポン Pelodiscus sinensis
　ニホンスッポンについては、83地点から
202頭の報告がありました。野生のニホンス
ッポンはたいへん臆病で、日中は水底の砂や
泥に潜っていて、ときどき長い首を伸ばして
細くとがった鼻先を水面の上に出して呼吸し
て過ごしています。ただ、社寺や公園の池に
すんでいるニホンスッポンの中には人に慣れ
ている個体もいて、コイなどに与えられる撒
き餌を食べに来たり日光浴をしたりすること
があります。今回の調査では、そのようなニ
ホンスッポンも見逃さずに観察・撮影された
のだと考えられます。
　カメの報告があった41都道府県のうち19
都府県で確認されており、首都圏、東海、阪神、
それに中国、四国、九州北部から報告があり
ました（図８）。また山形県でも１頭確認され
ました。沖縄島からの報告もありますが、こ
れは外来動物です。日本列島の方でも、他の
地域から移入されて食用として養殖されているときに野
外に逃亡した個体や、養殖事業の失敗で野外に遺棄され
た個体、あるいはそれらの子孫が定着していることもあ
りえます。分布情報は慎重に評価しなければなりません。
　ニホンスッポンが観察された場所は川、池沼、堀とい

った水系が９割を占めており（図９）、ニホンイシガメや
クサガメよりも水のある場所で生活し、水辺から離れま
せん。ニホンスッポンの甲羅は平たくて柔らかく、甲板

（甲の多角形の模様）も失われています。また水かきはた
いへん大きく発達しており、水中を高速で泳げるように

進化しています。そのため、今回の
調査で示されたように、水に大きく
依存して生活をしているのです。
　ニホンスッポンの確認地点のうち
31地点ではこの種のみが生息して
おり（図10）、他の52地点では他種
のカメと共存していました。
　日本の他のカメよりも大きくな
り、まるで池や沼の「主（ぬし）」の
ような大柄のニホンスッポンの記録
写真が送られていました。一方、川
遊びや自然観察会、水辺での調査の
時に、手のひらに載る背甲長5cmほ
どの子スッポンが数頭見つかってお
り、「かわいらしい」という感想も寄
せられています。

図８　ニホンスッポンの確認地点

写真：ニホンスッポン（撮影：佐藤利行さん・愛知県）
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対象種から得られた成果
ニホンスッポン

図９　ニホンスッポンの確認地点（83ヵ所）の環境

池沼
41.46%

川
46.34%

図10　ニホンスッポンの共存状況

写真：ニホンスッポンの子ガメ（撮影：桐原真希さん・鳥取県）

※交雑等の情報を除く

※イシ…ニホンイシガメ、クサ…クサガメ、スッ…ニホンスッポン、アカ…ミシシッピアカミミガメ

スッのみ
スッ＋イシ
スッ＋クサ
スッ＋アカ

スッ＋イシ＋クサ
スッ＋イシ＋アカ
スッ＋クサ＋アカ

スッ＋イシ＋クサ＋アカ

31
2
2

8
1

8
10

21

その他
9.76%

田畑ㅡㅡ1.22%

堀ㅡㅡ2.44%
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 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans
　ミシシッピアカミミガメは、10年前の調査
と同じく、今回も飛び抜けて多数の個体が観
察されており、465地点から4,146頭の確認
情報が寄せられました。分布の範囲も他の種
よりも広く、北海道から沖縄島まで39都道府
県で確認されています（図11）。10年前の調
査の時と分布の範囲はそれほど変わっていま
せんが、一度の調査で非常に多数のミシシッ
ピアカミミガメが観察される場所が増えてい
ました。
　ミシシッピアカミミガメが観察された場所
は池沼44.86%、川38.73%で、原産地であ
る北アメリカのミシシッピ川中流域から下流
域にかけての水環境とは異なった水環境であ
るにもかかわらず、日本の止水にも流水にも
しっかり順応して生息しているようです（図12）。また
堀を含めて85.38%が水域で観察されており、水への依
存度は高いようです。しかし、田畑や道路、海岸、草地、
裸地（駐車場など）、山林、人家の庭でも見つかっており、
このカメの順応性の高さ、すなわち「外来生物」としての

「優秀さ」をうかがい知ることができます。
　ミシシッピアカミミガメの確認地点のうち303地点で
はこの種のみが生息しており（図12）、他のカメと重複し

て生息している地点は162地点で、低い割合でした。こ
のこともまた、水がきれいではなかったり、水辺エコト
ーンの環境がコンクリート護岸など人為的に改変された
りして、他のカメが好まないような状態になっていても、
ミシシッピアカミミガメが積極的に進出していることを
表していると考えられます。
　ミシシッピアカミミガメのオスは高齢になると黒化
し、頭部の朱色の模様や喉の黄色い線状の模様が消失し

ます。そのためニホンイシガメと間
違えて報告されている事例がいくつ
かありました。今回の調査では添付
された写真でカメの個体をチェック
できたので、それらの事例に対して
種の同定をし直すことができまし
た。
　現在ではすでに広く知られるよう
になりましたが、外来生物ミシシッ
ピアカミミガメが全国的にこれほど
までに野外で増加した原因は、子ガ
メが数十万頭という単位で毎年輸入
され、「ミドリガメ」としてペット流
通し、一部が池や川に遺棄されて野
外で定着してしまったことです。
　ミシシッピアカミミガメが外来生
物として野外で急増していること
が、最近ようやく社会問題として注
目されるようになりました。今回の
調査結果は、ミシシッピアカミミガ
メの日本での分布や生息状況、野外
での増加の状況を把握し、対策を考
えるために非常に重要なものです。図11　ミシシッピアカミミガメの確認地点

写真：ミシシッピアカミミガメ（撮影：松本哲也さん・兵庫県）
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対象種から得られた成果
ミシシッピアカミミガメ

図12　ミシシッピアカミミガメの確認地点（465ヵ所）の環境

池沼
44.86%

川
38.73%

図13　ミシシッピアカミミガメの共存状況

その他
12.91%

写真：ほとんどがミシシッピアカミミガメ。このように１か
所で大量に見つかる調査地点も多い。千葉県成田市で撮影。
（撮影：伊藤信男さん・東京都）

※交雑等の情報を除く

※イシ…ニホンイシガメ、クサ…クサガメ、スッ…ニホンスッポン、アカ…ミシシッピアカミミガメ

田畑ㅡㅡ1.97%

堀ㅡㅡ3.28%

アカのみ
アカ＋イシ
アカ＋クサ
アカ＋スッ

アカ＋イシ＋クサ
アカ＋イシ＋スッ
アカ＋クサ＋スッ

アカ＋イシ＋クサ＋スッ

303
19

75
8

21
8

10
21
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【琉球列島のカメ】
　今回の調査では、2003年の前回の調査ではあまり情
報が入手できなかった沖縄県から、琉球列島のカメの貴
重な報告がありました。
　沖縄島とその近辺の離島に固有な種であるリュウキュ
ウヤマガメ（Geoemyda japonica）が３頭、八重山諸
島に固有な亜種であるヤエヤマセマルハコガメ（Cuora 
flavomarginata evelynae）が８頭、同じく八重山諸
島の固有亜種ヤエヤマイシガメ（ Mauremys mutica 
kami）が２頭確認されました。リュウキュウヤマガメと
ヤエヤマセマルハコガメは、国指定の天然記念物であり、
厳重に保護されています。
　琉球列島のカメは日本列島のカメとは異なり、日中の
日射が厳しいせいか、夜行性もしくは薄明薄暮性です。
それら３種もほとんどが朝か夕方に観察されています
が、３頭のヤエヤマセマルハコガメは山林で10時～14
時の日中に見られています。ヤエヤマイシガメは日本列
島産のカメたちと同様に半水棲のカメで、１頭は水田で
見つかっていますが、もう一頭は山林で見つかっていま
す。リュウキュウヤマガメとヤエヤマセマルハコガメは
陸生のカメでおもに山林で見つかっていますが、それぞ
れ１頭ずつが道路上で発見されており、交通事故が危惧
されます。
　過去の研究から、琉球列島のニホンスッポンは中国大
陸から移入されたもので、自然分布していないことが分
かっています。したがって沖縄本島で確認された１頭の
ニホンスッポンも持ち込まれたものか、その子孫に違い
ありません。
　また、明らかに外来動物であるであるミシシッピアカ
ミミガメが１頭、沖縄島南部で見つかりました。

【その他のカメ】
　その他のカメとしては、今回のカメさがしの対象種
ではありませんが、アオウミガメ（ Chelonia mydas）
の報告が沖縄県から１件、アカウミガメ（ Caretta 
caretta）が愛媛県から１件、写真から種の同定ができな
かったウミガメ科の報告が佐賀県から１件寄せられまし
た。
　ホクベイカミツキガメ（Chelydra serpentina）はす
でに国内で野外繁殖しているカメですが、今回の調査で
は、埼玉、千葉、東京から１件ずつの報告がありました。
埼玉県越谷市では５月に草むらの中で背甲長84.3mm
という小型のホクベイカミツキガメが見つかりました。
ホクベイカミツキガメは2000年に施行された動物愛護
管理法で特定動物に指定され、2005年に施行された外
来生物法において特定動物から特定外来生物に移行して
いて、流通や飼育が厳しく制限されています。また、今
回見つかったものはおそらく産まれて１～２年の幼体で
す。人為的な放逐ではなく、現地近辺で野外繁殖した可
能性が高く、今後その周辺のホクベイカミツキガメの生
息状況を詳しく調べる必要があります。
　その他に見つかったカメは

◎イシガメ科
• ハナガメ (Mauremys sinensis) 

 （２件、東京都　 １件、神奈川県）
• ミナミイシガメ (Mauremys mutica)� （１件、千葉県）

◎リクガメ科
• ヒョウモンリクガメ (Stigmochelys pardalis) 

 （１件、新潟県）

◎ヌマガメ科
• キバラガメ (Trachemys scripta scripta) 

 （３件、東京都　 １件、愛知県　 １件、福岡県）
• クロコブチズガメ (Graptemys nigrinoda) 

 （１件、愛知県）
• ペニンシュラクーター (Pseudemys peninsularis) 

 （１件、愛知県）
• ミシシッピチズガメ  

 (Graptemys pseudogeographica kohnii)（２件、東京都）

◎ドロガメ科
• ミシシッピニオイガメ (Sternotherus odoratus) 

 （１件、愛知県）

です。いずれもペットとして流通しているカメで、一部
の無責任、無節操な飼育者が放逐したり逃がしたりした
ものと考えられます。

写真：ヤエヤマセマルハコガメ。沖縄県石垣市
で撮影。（撮影：菊原由希子さん・愛媛県）

その他のカメの記録
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　今回の調査では観察したカメの種を正確に同定するた
め、なるべく写真を撮っていただくように調査される皆
さんにお願いしました。情報を提供していただいた方々
は、近づくことが難しいカメの写真を撮るのに苦労され
たと思います。また、送られた写真を凝視したり虫眼鏡
で拡大したりして、時には10頭以上も写っているカメ
を同定し続けました。その甲斐あって、非常に精度の高
い情報を集めることができました。
　写真の記録を送ってくださった761名の方の中には、
次のような誤同定がありました。

• ニホンイシガメの誤認は13例。クサガメ（６例）、
ミシシッピアカミミガメ（２例）、その他（５例）と
間違えていた。

• クサガメの誤認は12例。ミシシッピアカミミガメ
（５例）、ニホンイシガメ（１例）、ニホンスッポン（１
例）、その他（５例）と間違えていた。

• ミシシッピアカミミガメの誤認は39例。クサガメ
（20例）、分からない（11例）、ニホンイシガメ（３
例）、ニホンスッポン（１例）、その他（４例）と間違
えていた。

• 交雑個体を見抜けなかった例が６例。
• その他が17例。この中には、新潟県のヒョウモンリ

クガメがニホンイシガメとされていたり、報告者は
種名を挙げているけれども、写真から判断できなか
った12例を含んでいたりします。

　結局、誤認があったり種が決定できなかったりしたの
は81例でした。ミシシッピアカミミガメの黒化した高
齢なオスを、同じくオスが黒化するクサガメと間違えた
り、ニホンイシガメと誤認したりすることが多いようで
す。また同じくオスが黒化するクサガメについても、ミ
シシッピアカミミガメのオスとの区別が難しかったり、
やはりニホンイシガメと誤認したりすることが多いよう
です。交雑個体の写真では、日本列島でときどき見られ
るニホンイシガメとクサガメの交雑の他、ハナガメが関
係している交雑や、ミシシッピアカミミガメとキバラガ
メの交雑と見なせる交雑もあり、これは一般の人に見分
けよと言う方が無理です。カメの種の識別や生態・行動
の観察に有用なガイドブックが必要です。
　今回報告された6,468頭のカメでは、ミシシッピアカ
ミミガメが4,146頭（ 64.10%）と圧倒的多数でした。
ついでクサガメが1,313頭（20.30%）でしたが、この
中にはペットであったのに野外放逐された個体も含まれ
ているはずです。それほど商業的流通をしていないニホ
ンイシガメは586頭（9.06%）で、ミシシッピアカミミ
ガメの1/7にすぎませんでした。
　日本自然保護協会では2003年にも「日本全国カメさが
し」を行なっています。その前回と今回とでは調査方法に
やや違いがあり、前回の調査では観察したカメの写真を

今回ほど積極的に送っていただいたわけではなく、カメ
の種の識別マニュアルは今回のものよりも簡易的でした。
しかしせっかくの機会ですので、報告されたカメの割合
を2003年と2013年で比較してみました（図14）。カメの
割合は両年でそれほど変わらないように見えます。しか
し統計的には両年の間で、各カメの比率に有意な差があ
りました（χ2検定；χ2=24.840, d.f.=4, p<0.001）。ミ
シシッピアカミミガメとニホンスッポンの割合が2013年
には微増し、クサガメとニホンイシガメが微減していま
す。カメが観察しやすい都市部の池や堀での観察報告が
多かった2003年に比べ、2013年には報告者の皆さんは
郊外や田園地帯の水系にも出かけられてカメを探してお
られました。より自然の残る環境でカメが探されたにも
かかわらず、在来種であるニホンイシガメの観察個体数
は微減しました。グラフでは2003年と2013年でニホン
イシガメの比率に変化がないように見えますが、このカ
メの生息の危機は、実はより大きくなっていると思われ
ます。逆にミシシッピアカミミガメが微増しているという
ことは、この外来のカメは都市部だけではなく、郊外や田
園地帯でも増えてきていることを示唆しているようです。

対象種から得られた成果
その他のカメの記録

2013年の集計情報と10年前との比較

2013年の集計情報と10年前との比較
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図14　2003年、2013年の自然しらべで報告された
カメの比較

（2003年のデータは、写真提供を必須としてお
らず、また誤認率を用いた補正は行っていない。）
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Ⅲ 報 告
カメ博士になろう！ カメ教室  イベントの記録

　誰でもが気軽に参加できる室内レクチャーとフィール
ド実習「カメ博士になろう！カメ教室」を、東京都江東区、
愛知県名古屋市天白区、愛知県名古屋市瑞穂区（フィー
ルド実習のみ）、東京都千代田区で実施しました。小学生
の子どもから大人の方まで、カメに関心のある参加者が

集まりました。専門家である矢部隆さんとともに実際に
フィールド観察体験を行なうことで、カメの観察方法を
学ぶことができたと同時に、カメという生きものを通し
て、日頃気付かなかった自然の大切さを理解し、生物多
様性の現状を知るきっかけになりました。

� ６月22日（土）　会場：亀戸天神社心字池（東京都江東区）
墨田区総合体育館（東京都墨田区）　参加者21人

 身近だけどこんなに奥が深いとは思いませんでした。
子どもと参加できて良かったです。子どもが自然に触
れて、その中で自然とともに生きていく力を育んでい
けるようこのような機会があると良いと思いました。
 どんな種類がいるのか、オスなのかメスなのかという
細かいところまで分かってとても勉強になった。自分
で探してマニュアルと同じカメを見つけたときはう
れしかった。
 今までじっくりカメを観ることがなかったので、カメ
とスッポンの違いが分かりました。楽しい講座と講演
会をありがとうございました。
 カメを通じてこれだけ人生や哲学を語れることに心
から感動しました。フィールドワークを通じて語られ
る自然保護はとても印象深く強くつきささります。
 とても分かりやすい説明で、小学生でもよく分かっ

た。特に、シネミスガメラは面白かった。
 参加してよかった。できればもっと講習を聞きたかっ
たので時間が足りなくて残念でした。
 カメに関する知識は皆無であったが、今回実際にカメ
と触れ合うことでとても興味がわいてきました。自分
で調べるには果てしないような知識を凝縮した講演
には思わず聞き入ってしまいました。
 この教室に来ただけでも知識を非常にひろげること
ができたと思う。おもしろい解説もついて見れたので
良かったです。
 はじめて参加した。昔からカメはよく見ていました
が、カメにもいろいろな種類がありおもしろい行動を
することもはじめて知りました。先生のわかりやすい
説明でとても楽しく勉強させていただきました。
 矢部先生の言葉を愛亀家のひとりとして肝に銘じた
いと思います。

参 加 者 の 感 想

 とてもわくわくし親も楽しく充実した１日でした。小
学生の娘は、自然保護（外来種駆除）にも興味があり、
５～６年前に名古屋のため池調査も参加していました。
また今日のような機会に参加できたら嬉しいので、企

画してください。
 色々なカメの特徴や性格、手の形や甲羅の形などが分か
って面白かった。時々面白いところもあってよかった。
 自然の中での観察と詳しい先生方の解説は大変面白
く、とても有意義な時間を過ごすことができました。
今の川の現状、生き物の現状をより多くの人が知り、

参 加 者 の 感 想

� ７月26日（金）　会場：山崎川（名古屋市瑞穂区）　参加者64人
共　催：山崎川グリーンマップ
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カメ博士になろう！ カメ教室
イベントの記録

環境改善につながるといいなあと思いました。
 山崎川にたくさんの魚、エビ、うなぎ、等がいること
に驚きました。昔はもっと汚くて臭かった気がしまし
たが、今は比較的きれいなことにも驚きました。
 矢部先生の水辺エコトーンを考えることが大事とい
うお話が心に残りました。カメの性別が温度により決
まることが気になりました。雌ばかりのカメが見つか
るということも心配になりました。
 カメの種類はたくさんあることがよく分かり、人間に
すてられたカメがかわいそうだと思った。
 魚を網で捕まえたのが楽しかったし、カメの歴史や注
意することなどを教えてもらってよい勉強になった。
 日本のカメを守っていこうと思った。外国にも多くの
カメがいるがその国に適した進化をしているので他

の国に広がってしまうと大変だとわかった。
 体のしくみや種類の特徴などいろいろなカメの事を
矢部先生に教えてもらってよかったです。
 カメの魅力がよく分かりました。体のしくみもよく分
かり、首の入り方にも２種類あるのにびっくりしまし
た。
 カメは最後まで必ず飼う。カメは人間よりも長生きす
る。カメを逃がす時は、捕まえたところに戻すこと。
途中からの参加でしたがカメに関するいろいろなこ
とが聞けてとてもいい体験でした。最初から聞けなく
てとても残念でした。
 カメが好きなので、話を聞いていてとても楽しかった
です！今飼っているカメを大切にしていこうと思い
ました。もっとカメのことを知りたいと思いました。

 久しぶりにたっぷり時間をとって生き物と向き合う
ことができました。
 いままで、全部「カメ」としか認識していなかったが、
子どものおかげでものすごい種類のカメがいること、
それぞれの特徴があることを知りました。子どもは今
日の日を本当に楽しみにしておりました。
 名古屋の生物多様センターでの展示物やカメの捕獲、
測定など見学できてよかったです。
 ものすごく楽しかった。またいきたい。

 いろいろなカメのことがきけてとてもよかった。また
きたい。今度は川に入りたい。
 川に入れなくて残念だった。それ以外はたのしかっ
た。
 私個人としてはいろんな県のいろんな人と出会えて
よかったし、いろんな活動に生徒を連れて行けると思
うとありがたいです。
 とても勉強になりました。ぜひまたこのような企画を
お願いします。家のカメを孫の代まで頑張って育てて
いこうという気になりました。川に入れなかったのが
残念です。

参 加 者 の 感 想

� ９月１日（日）　会場：植田川（名古屋市天白区）　参加者42人
共　催：日本カメ自然誌研究会（カメ会議）
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 子どもと自然について考える良い機会となりました。
ありがとうございました。
 外来とはいえ、日比谷公園でカメを見るという機会は
とても新鮮でした。休日にこのような自然のことを考
えることができてとても良かったと思います。
 私自身はカメに対する知識がほとんどなかったので、カ
メを見る目、自然に対する考え方を感じる良いきっかけ
になりました。矢部先生のお話とてもおもしろいです。
 矢部先生のお話にユーモアがあり楽しかった。カメの
実物をさわれるのが大変良かった。昆虫でも同じよう
な教室を開催してほしい。
 カメの生態を子どもが見れて、さわることもできて満
足です。図鑑で子どもと復習します。
 日本固有種、在来種の保全を考えていきたいと思う。
 とても充実した時間でした、身近にこんなにカメがい
るなんて知りませんでした。午後からのお話はとても
楽しく、またきびしく子どもや大人も安易に生き物を

かわいいだけで飼ってしまうと生態系をくずしてし
まうことがよくわかった。
 矢部先生の話はとても楽しく、また考えさせられる話で
した。身の辺りの自然環境に注意する機会になります。
 １日楽しく過ごさせていただきました。我が家ではカ
メを４匹飼っていますが不安になってきましたが、責
任を持って飼っていきたいと思います。
 都心にこれほど自然が多い公園があることに改めて
驚いた。なかなか入ることがなく、良い体験でした。
双眼鏡を用意いただいたりカメに触れたりと子ども
も心から楽しんでいました。身近な所に自然があるこ
とに気づきができるような子に育ってほしい。
 久しぶりに自然観察をやって楽しめました。今の子ど
もたちのためにこの様な機会を提供するのは本当に
大切なことだと感じました。
 とてもよいイベントだった。矢部先生からいろいろ教
えてくれてカメ博士になれた。
 都会の真ん中でもカメたちが健やかに暮らしていけ
る環境がこれからも続いていけばいいと思います。

参 加 者 の 感 想

� ９月28日（土）　会場：日比谷公園、三菱商事MC FOREST（東京都千代田区）　参加者30人
協　力：三菱商事（株）

 こんなに外来種のカメが浸食してきていることが驚
きでした。神社や池でひなたぼっこしているカメを見
ているとみな同じように見ていたのですが、今後は定
点でよく見てみたいと思います。
 カメについての知識が、短時間で倍増した。身近な問
題についても、わかりやすい説明で、大変勉強になっ
た。今後の活動に役立てたいと思います。
 カメのお話を通して、農業や都市開発について深く考
えさせられました。
 初めてカメについて知りました。現状を知ることが大
切だと、改めて感じました。特に「市民として」とい
うところは、皆に広めたいです。

 カメについての調査の機会があればまた参加したい
と思います。
 地元に帰って、自然観察をしたくなりました。

参 加 者 の 感 想

� 2014年２月13日（木）会場：自然環境情報ひろば丸の内さえずり館（東京都千代田区）
 参加者34人
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「ニッポンのカメのいる風景」
写真コンテスト  入賞作品発表

「ニッポンのカメのいる風景」写真コンテスト  入賞作品発表

　　　大宮氷川神社の境内には神池というこじんまりし
た池があります。本殿に向かう橋から池を見下ろ

すと、人の気配を感じで集まった錦鯉の先にある小さな
島が目に入ります。岩の塊でできたごつごつした島です
が、よく見るとカメがこの島を覆い尽くすようにびっし
りと取りつき甲羅干しをしています。近年、ミシシッピ
アカミミガメが目立ちクサガメやニホンイシガメの数は
少なくなっており気にしていました。
　今年の６月４日に神池に立ち寄りぐるっと見回してカ
ウントしていたところ、池の西端の木漏れ日が当たる所
にカメが並んでいました。右端のカメは大きく、甲羅は

平滑なので一目でスッポンと
分かりました。スッポンは芝川
でもときどき見かけますが数は多くありません。まずは
写真を撮ろうとファインダーをのぞいたところ、何と４
種類のカメが仲良く日向ぼっこをしていたのです。これ
には驚きました。

コメント

　クサガメ、ミシシッピアカミミガメ、ニホンイシガメ、
ニホンスッポンの成体がそれぞれ１頭ずつ一列に並んで
いて、まるで日本列島のカメの「基本４種」が例示され
ているおもしろさを感じました。左の３頭はいずれも産
卵可能な体の大きさのお母さんガメですが、ニホンスッ
ポンの性別は分かりません。少なくともニホンイシガメ
とミシシッピアカミミガメは、小峯さんがカメラを構え
る姿を気にしているような目線ですね。初夏の晴れた日
ののどかな光景なのですが、外来生物問題が写し込まれ
ていることも忘れることができません。 （矢部 隆）

感想

　自然しらべでは、調査報告の際に対象の生きものを写
真に撮って送ってもらう形式をとることで、１枚１枚写
真を見て種類を確認することができるため、ただの目撃
情報とは異なり、研究者の調査と同様の高い精度の調査
記録を得ることができています。
　その記録写真の中には、親子でほのぼのとした調査風

景の写真から、生態写真として優れたものや芸術的な写
真まで、アッと！と驚く画像も多く含まれています。
　今年は調査期間中に撮影・投稿された記録写真を対象
に、株式会社ニコンの協力で「ニッポンのカメのいる風
景」写真コンテストを行い、５名の方が入賞されました
のでご紹介します。

小峯昇さん（埼玉県）

写真タイトル：みんなそろって甲羅干し
撮 影 日：2013年６月４日  10時
撮 影 場 所：埼玉県さいたま市大宮区高鼻町　

氷川神社の池

分かりました。スッポンは芝川
賞

グランプリ
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　　　沖縄県の石垣島のそばの黒島で
ウミガメ放流観察会に参加した

後に、石垣市の林道での出来事でした。
探してはいたけれど、まさか本当に天
然記念物に会えるとは思っていなくて
びっくりしました。

コメント

　この写真には二つの「あっ！」という
驚きが写っています。一つ目はもちろ
ん真ん中の「ヤエヤマセマルハコガメ」君。日本では沖
縄県の石垣島などにしか住んでいない天然記念物です。
環境省版レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類に指定されている
そうです。よくぞ見つけました。二つ目は左上に写って

いるタイヤ。「あっ、危ない！」と思わず声が出ます。道
路が整備されて、人が便利になる代わりにカメが危険に
さらされています。みんなで守りたいですね。
 （木村 透）

感想

　　　私がカミツキガメを確認したのは千葉県佐倉市山
崎の鹿島川沿いにある水田地帯にある土水路で、

ここでは2010年から春と秋のみ越冬調査を行っていま
す（手探りで捕獲）。
　確認できるのはクサガメとカミツキガメの２種のみ

で、そのほとんどがクサガメなのです

が、１回の調査で１～３個体のカミツキガメが捕獲でき
ました。
　今回お送りした個体は１歳と３歳でしたが、このサイ
ズだと捨てられたものではなく、繁殖して増えた個体だ
と考えられます。カミツキガメの成体はこの調査では捕
れたことがありませんが、調査している土水路は幅が２
m程度とかなり狭いため、おそらく灌漑期以降水田地帯
から河川に移動していると思われます。 
　クサガメもかなりの数が見つかっており、この場所の
土水路は泥の堆積が非常に多く、越冬時に泥に潜る傾向
が強い両種にとって非常に好適な環境であるため、個体

数が多いと考えています。

コメント

　写真のカメはおそらく甲長が数cmの
小さな幼体ですが、カメにお詳しい今津
さんは見逃さずに観察されています。鹿
島川は、カミツキガメが多数見つかる印
旛沼水系に属する流域なのですが、「感
想」欄で記しておられるように、この画
像は当地でカミツキガメが繁殖している
証拠となり得る点で重要なものです。こ
の地域で約４年間調査を継続されている
からこそ、このシャッターチャンスを得
られたのだと思います。今後も観察調査
を継続され、カメの生態の貴重な写真を
撮られることを期待します。 （矢部 隆）

感想

菊原由希子さん（愛媛県）
撮 影 日： 

2013年９月22日  18時頃
撮影場所：沖縄県石垣市　林道

今津健志さん（千葉県）
撮 影 日：2013年９月22日  11～14時頃
撮影場所：千葉県佐倉市山崎　土水路

賞

みんなで
守ろう

で、そのほとんどがクサガメなのです

賞

みんなで
防ごう
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「ニッポンのカメのいる風景」
写真コンテスト  入賞作品発表

　　　実家に帰省中、カメ（その時は多分クサガメ）を
見つけたので、今年も捕まえると張り切っていま

した。でもそんなに捕まえられるもんじゃないだろうと
思っていたら、着いてすぐ散歩に出た時にこのカメを見
つけて、大興奮でした。数日飼った後帰京前に逃がして
やりました。写真は逃がした日のものです。

コメント

　日本の固有種であるニホンイシガメですね。カメラア
ングルをカメまで下げたことで、里山の風景をうまく取
り入れたユニークな構図となっています。数日一緒に過
ごしたニホンイシカメが、田んぼに向かって歩きながら
も、つぶらな瞳で作者親子を振り返っているようにも見
えます。
　何気ない日本の原風景にニホンイシガメがあたりまえ

のように生息する自然を守り、いつまでも残していきた
いと思わせるほのぼのとした作品です。 （山崎英雄）

感想

　　　カメの自然しらべのことを新聞で知り、夏休みの
思い出に、お父さんと一緒にカメさがしに出かけ

ました。水草の下に隠れているカメを手探りで見つけた
時は大興奮でした。

コメント

　大きなクサガメを持って、にっこり記念写真（記録写
真）。こんな感じで自然の中で生きものとふれあえたら、
なんと楽しいことでしょう。自然しらべで毎年テーマを
変えながらしらべる生きものたちは、身近な自然でだれ
でもが見つけることができる生きもので、子どもたちに
とっては身近な仲間だったりします。微笑ましい夏の思
い出ですね。 （大野正人）

感想

審査委員
矢部隆（愛知学泉大学教授）
木村透、恒川良輔（読売新聞東京本社学事支援部）
山崎英雄、大村慶子 
　（株式会社ニコン 経営企画本部CSR統括部社会貢献室）
大野正人、萩原正朗（日本自然保護協会教育普及部）

金丸大地さん（東京都）
撮 影 日：2013年８月11日  お昼頃
撮影場所：和歌山県有田郡湯浅町 

田んぼのあぜ道

崎野楓さん（山口県）
撮 影 日：2013年８月26日  14時頃
撮影場所：山口県下関市　小学校の通学路の川
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日本のカメ
のいる風景

賞

楽しくしら
べました
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Ⅳ まとめ
教育支援事業としての意義

　カメと聞けば、たちどころに「うさぎとカメ」の物語
を思い出し、「もしもしカメよ　カメさんよ」のメロディ
が脳内を流れていきます。そうそう、「浦島太郎」に助け
られたウミガメの役を演じたのは幼稚園の年長組のと
き、七夕祭りの夜店ではミドリガメを買ってもらいまし
た。どこかユーモラスな動き、無表情なのに人懐こそう
な顔つき。爬虫類の中で、こんなに人間に愛されている
のはカメだけでしょう。
　しかし、公園や神社の池、近所の小川や沼で、古くか
ら日本に住むニホンイシガメやスッポンが、ミシシッピ
アカミミガメなどの外来種との厳しい生存競争を強いら
れているのだそうです。しかも、日本勢は窮地に追い込
まれているのだとか。可愛いミドリガメは、生命力旺盛
なミシシッピアカミミガメの子ガメ時代の呼び名。成長
して飼い切れなくなって捨てられた個体が繁殖したそう
です。
　当然のことながら、可愛くなくなったからといって捨
てられ、外国で懸命に生き延びてきたミシシッピアカミ
ミガメに何の責任もありません。在来種の敵となって悪
役呼ばわりされていますが、本当の
悪役は無責任な私たち人間です。犬
や猫を捨てれば殺処分されてしま
います。捨てるほうにもそれなりの
心の負担はあるはずですが、カメの
場合はどうでしょう。近所の池や沼
に「放してあげる」ことに後ろめた
さを感じるでしょうか。でも、ペッ
トを捨てることに変わりはありませ
ん。日本の生態系に与える悪影響は
決して小さくないのです。
　今回の「日本のカメさがし！」で
は、身近な自然環境の変化とともに、
ペットと人間の関係についても話し
合ったご家族も多かったのではない
でしょうか。
　今回はのべ3,512人が参加してく
れました。10年前に同じカメをテー
マにしたときの３倍以上です。北海
道から沖縄まで、全国1,474か所か
ら合計10,032匹の情報が寄せられ
ました。ミシシッピアカミミガメは
ニホンイシガメやクサガメよりも多

い39都道府県で確認され、10年前の調査と比べて、一
度に多くのミシシッピアカミミガメが観察される場所が
増えているそうです。
　日本中でみんなが一緒に「自然しらべ」をすることで、
貴重な科学データが集まります。おそらく一番価値があ
るのは環境変化の指標として利用することだと思いま
す。科目で言えば「理科」ですね。でも、今回のようなテ
ーマでは「社会」の分野でもいろいろと考えることがで
きるのではないでしょうか。
　読売新聞では、2004年10月に教育分野の社会貢献活
動を担当する部署として教育支援部（現・学事支援部）
を設けました。楽しみながら言葉について学んでもらう

「ポケモンといっしょにおぼえよう！言葉の始まり物語」
の連載は仕事のひとつです。「自然しらべ」には、2007
年の「セミのぬけがら探し」から参加しています。
　ソチ五輪の２月にこの原稿を書いています。日本選手
応援のついでに、日本のカメも応援したくなってきまし
た。外国勢に負けるなニッポンのカメたち！
 木村 透（読売新聞東京本社学事支援部部長）

ニホンイシガメの子ガメ　写真：大矢晃さん（愛知県）
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教育支援事業としての意義
総 括

総 括
　「自然しらべ2013日本のカメさがし！」では、精度
の高いカメの情報が多数集積でき、2003年のカメさ
がしの成果との比較も含めた分析を通じて、日本にす
むカメたちの生息状況を知ることができました。また、
NACS-J会員の皆さまを中心として多数の方がカメを意
識し、カメをよく観る機会が提供できたと思います。不
思議で愛らしいカメの魅力を満喫すると同時に、カメの
野外観察を通して生物多様性の重要性や水辺環境の悪化
にも注目していただけたのではないでしょうか。
　10年振りの２回のカメさがしを通じて、外来のカメ、
特にミシシッピアカミミガメとホクベイカミツキガメの
野外への進出、定着、生息場所での在来種との置換が進
んでいることが分かりました。日本産ではないカメ類に
はすでに外来生物として日本に定着しているものがあり
ますし、またその予備軍も多種、日本に持ち込まれてい
ます。
　日本列島の固有種であるニホンイシガメは、人為的に
放逐され拡散しているクサガメによる遺伝子汚染の脅威
にさらされていたり、競争排除則的な過程を経て外来の
ミシシッピアカミミガメと種の置換が起こる危険に曝さ
れていたりしていることが分かりました。今回の調査で
はニホンイシガメしか生息していない可能性のある生息
地が全国から54地点見つかりました。それらの生息場
所の現況をもう少し調べたうえで、そのような場所をニ
ホンイシガメのサンクチュアリにできないか、自治体や
市民団体に働きかけたいと思います。ニホンイシガメを
含め、生物多様性の一部を担うカメ類の保全のために、
水辺エコトーンを中心とした自然環境を良好な状態で管
理していかなければなりません。またカメ類は、その場
所の環境の健全さを測る指標生物になり得ます。そのよ
うな双方向の見方で自然保護を推進するのが望ましいと
考えます。
　琉球列島のリュウキュウヤマガメやヤエヤマセマルハ
コガメ、ヤエヤマイシガメもニホンイシガメと同様に、
今回の調査の成果も助けとしながら、種の保全を積極的
に行うことが望まれます。
　クサガメやニホンスッポンは、ペットあるいは食用と
して流通した経緯があり、見つかる個体が在来のものな
のか、人為的に移動させられたものなのか、評価が困難
な種です。クサガメの方は、日本列島にとっての外来生
物であることも示唆されています。「カメさがし」での成
果も活かしながら、これらの種の自然史の解明が進めら
れることを望みます。
　2003年と比べて2013年のカメさがしでは、東北地方

の情報が激減しました。いうまでもなく東北大震災の影
響でしょう。日本産のカメについては、自然分布の北限
や東限が分かっておらず、生物地理学的な課題となって
います。　
　今後も、このような自然史的な課題の解決にも一役買
い、カメを通して自然観察や環境保全、そして情報共有
を市民の皆さんと楽しく行なえればと思います。

矢部 隆（愛知学泉大学教授、なごや生物多様性センター
センター長、日本カメ自然誌研究会代表）
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提言「カメが生息する自然と生物多様性を守る」
　「自然しらべ2013　日本のカメさがし！」の成果をも
とにして、日本の生物多様性の保全に向けた提言をまと
めました。

1. 外来種　ミシシッピアカミミガメ　これ以上　
増やさない、放さない、飼い続ける

ａ）ペット飼養者の適正な飼育と終生飼養の徹底
　ミシシッピアカミミガメが、野外でこれほど増えた原
因は、ペットのカメを無責任に野外に放してしまったこ
とにあります。今、飼っている飼養者は適正な飼育の推
進と終生飼養を徹底することが重要です。また、寿命の
長い生き物であるため、新たな飼養者への譲渡、引取り
処分のシステムなども必要で、市民・行政・産業界・専
門家が連携したシステムが求められます。動物愛護管理
法では、動物の虐待および遺棄、逸走の防止、終生飼養、
みだりな繁殖の禁止、所有者の明確化がうたわれており、
動物取扱業者には、販売時に現物確認と対面説明の義務
が課せられています。この法律を管轄する環境省は、飼
養者への普及啓発、業者への取締り等を積極的に行い、
民間連携による譲渡・引取についての枠組みの検討を行
うべきです。

ｂ）外来生物法による輸入と流通の規制
　ミシシッピアカミミガメが年間約20万匹輸入（2011
年貿易統計から環境省試算）され、流通している状況を
まず変えなければなりません。外来生物法では対象の生
物に輸入禁止等の規制がかけられるため、「特定外来生
物」に指定することが有効です。指定されれば、ミシシ
ッピアカミミガメとその近縁種の輸入を禁止して、順次、
流通販売の規制をすることができます。一方で、すでに
飼われている個体の大量遺棄も想定されるため、環境省
は、飼養等許可について暫定処置を設けるなど柔軟に段
階的な法の運用ができるようにし、終生飼養を原則とす
る動物愛護管理法と連携を図るべきです。また、指定に
あたっては、一般の飼養者や動物取扱業者、関係NGO・
研究者への理解を十分に図ることが重要です。　

（参考）環境省では2010年に生物多様性条約第10回締約国
会議で採択された愛知目標において、「2020年までに侵略的
外来種とその定着経路が特定され、優先順位付けられ、優先
度の高い種が制御され又は根絶される。」という個別目標に
もとづき、「侵略的外来種リスト」（仮称）と「外来種被害防止
行動計画」について、専門家による検討会を設け検討が行わ
れている。中央環境審議会の意見具申（平成24年12月）でも、
ミシシッピアカミミガメを想定し「我が国の生態系等に大き
な影響を及ぼしているにもかかわらず、飼養等を規制するこ
とによって大量に遺棄される等の弊害が想定される外来生物

については、弊害が生じないよう段階的な規制の導入等の経
過措置を講じた上で、特定外来生物に指定することを検討す
べきである。」とされている。 

ｃ）ミシシッピアカミミガメの防除の推進　　
　徳島県のレンコン栽培地では、ミシシッピアカミミガ
メによる新芽の食害など農業被害が出ています。また、
農業用のため池や都市公園の池などで本種の駆除活動も
行われています。このような現場では、今後、外来種の
防除を進めていくうえで民・官・産・学が一体となった
取り組みが何よりも不可欠です。特に地方公共団体は、
管理者であり農業や水利権などの調整を担う立場からも
大きな役割があります。環境省は、地方公共団体が調整
役を率先できるよう、各地域のモデルとなる優良事例の
推進と共有をすべきです。
　現場の取り組みでは、市民の参加や資金的援助を求め
ている活動も多くあります。市民の役割りとして、取り
組むNGOや研究機関、行政に関心をもって参加・支援
することも大きな貢献につながります。

２．ニホンイシガメと南西諸島の希少種の生息地の
保全をすすめよう

  今回の調査ではニホンイシガメだけが生息している可
能性のある生息地が全国から見つかりました。そのよう
な地域は水辺エコトーン（水陸移行帯：深みから浅瀬の
ある水辺、草地、田畑、樹林にかけての環境）が健全な状
態で残されている可能性があります。ニホンイシガメが
乱獲されないよう、生息する環境にペットのカメが遺棄
されないよう監視したり、積極的にその環境を保全管理
していくには、行政と市民の連携が何よりも必要です。
　また、琉球列島のリュウキュウヤマガメ（国天然記念物・
絶滅危惧Ⅱ類）やヤエヤマセマルハコガメ（国天然記念 
物・絶滅危惧Ⅱ類）は希少性だけでなく、世界遺産登録を
目指す琉球諸島にとっての生物地理学的価値を示す生物
です。一方、ヤエヤマイシガメなど八重山列島の一部の島
に分布していたものが、ペットとして人為的に移動させら
れたり放たれたことにより、琉球列島や本州で生態系への
被害やニホンイシガメなどとの交雑を引き起こしていま
す。環境省と地方自治体は、国内でも生物多様性のホット
スポットといえる琉球諸島のカメ類の調査を進め、生息地
の保護地域化など保全対策を積極的にすすめるべきです。

以上
2014年３月

公益財団法人　日本自然保護協会
理事長　亀山 章
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提言「カメが生息する自然と生物多様性を守る」
カメの情報を送ってくださった皆さま
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※グループからの情報は、グループ名又は代表者のお名前を記載させていただきました。

カメの情報を送ってくださった皆さま （順不同・敬称略）
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主催：日本自然保護協会

共催：読売新聞東京本社

協賛：サニクリーン、JR西日本、カロラータ

誌面協賛：『一個人』KKベストセラーズ、『ecomom』日経BP社、『旅の手帖』、『散歩の達人』交通新聞社、『日経サイ
エンス』日経サイエンス社

協力：日清製粉グループ本社、学研グループ、ニコン、モンベル、ガルヴィー、コニカミノルタ、こどもエコクラブ、
このは、E-ne!～good for you～（FM横浜）、NEC presents THE FLINTSTONE（bayfm）

活動助成：東京ガス環境おうえん基金

イベント協力：山崎川グリーンマップ、三菱商事MC FOREST

報告会開催協力：自然環境情報ひろば丸の内さえずり館

学術協力：矢部隆（愛知学泉大学教授、なごや生物多様性センターセンター長、日本カメ自然誌研究会代表）

学生インターン・実習生：古木香名（筑波大学）・吉田和哉（東邦大学）（損保ジャパン環境財団CSOラーニング制度
インターン生）、池上文香・平林直樹（法政大学/ECO-TOPプログラム実習生）、青木美岬（首都大学東京/ECO-TOP
プログラム実習生）

 （敬称略）

生態工房（2012）「講演要旨集　第14回日本カメ会議＆ニホンイシガメシンポジウム」　生態工房

矢部 隆・萩原 正朗（2013）「日本のカメさがし！～身近な生きものから見えてくる生物多様性～」『自然保護533号』
日本自然保護協会 14-15

矢部 隆（2013）「カメの暮らしをのぞいてみよう」『自然保護534号』　日本自然保護協会 32-35

矢部 隆（2013）「環境で変わるカメのふしぎな性決定」『自然保護535号』　日本自然保護協会 32-34

企画協力体制

参考・引用文献

※ニホンイシガメや琉球列島の希少なカメ（リュウキュウヤマガメ、ヤエヤマセマルハコガメ、ヤエヤマイシガメ）の情報は、
種の保護のため調査位置情報の一部を非公開にしています。

※ID2399～2411までの調査は、NPO法人河北潟湖沼研究所の「河北潟研究奨励助成」を受けて行なった野田英樹氏（いし
かわ動物園）の成果をご提供いただきました。そのほか、たくさんの研究者・自治体の皆さまからも情報提供をいただき
ました。ありがとうございました。
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ボクたちも
すみにくい世の中に
なってきたなぁ。

◎入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。

公益財団法人 日本自然保護協会  〒104-0033 東京都中央区新川1-16-10 ミトヨビル2F   

TEL. 03-3553-4101  FAX. 03-3553-0139   E-Mail: nature@nacsj.or.jp

www.nacsj.or. jp

いつでもどなたでも会員になれます。

◎ 会員になると、会報『自然保護』（年6回）をお届けするなどの

 特典があります。

◎ このほか、賛助会員（個人・法人・団体向け、年会費1口100,000

 円）、団体会員（法人・団体向け、年会費1口15,000円）があります。

◎ 会費やご寄付は公益財団法人による税制上の優遇措置が

 受けられます。

個人会員会員の種類
ユース会員

（22才未満の方）

ファミリー会員
（同居する家族）

5,000円
（1口以上）

年会費 3,000円
8,000円
（1口以上）

日本自然保護協会は、会費やご寄付を支えに、

日本における生物多様性の保全と自然保護問題の解決に取り組むNGOです。

私たちの日々のくらしの支えとなる自然の力や恵みを、どう守っていけばよいのか──。 

科学的、歴史的な視点から人と自然のかかわりの将来を考え、自然とともにある社会づくりを具体的に提案し、

活動で得られた事実やノウハウを一人でも多くの方に伝えることに力を注いでいます。

会員として、あなたの力を貸してください。

一人ひとりの小さな行動を全国的な自然保護につなげていきます。

あなたも自然を守る力になろう

1,000円（税別）
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いつでもどなたでも会員になれま

報告書
身近な生きものから見えてくる生物多様性




